　　　　　

　　　　　　　第二部「自衛隊・イラク・アメリカ関連」
　　　　　　　構成：坂手洋二

　最初、指定された人間以外はしゃがんでいるか、パネル裏に隠れるか、舞台の下にいる。

　舞台上、一番客席に近い前列両端(自衛官二人)、その後ろの中列ブロック(女性陣　複数列か?)、その後ろのブロック(複数列か?)に別れる。

　それぞれの列で、なるべく均等に立つようにする。

　　　　　　　　　軍服のI、Sが前列両端に現れ、敬礼する。

　　　　　　　　　WとTが後列に現れる。

T○陸上自衛隊派遣本隊・旭川第２師団長「年頭の辞」より。

W○「あけましておめでとうございます。世界情勢はめまぐるしく、イラク戦争後の　各国の対応を見ても、予測困難な情勢です」

T○「自衛隊を取り巻く環境も刻々と変化し、北部方面隊がイラク人道復興支援活動　任務を受けるとともに、ミサイル防衛の導入を正式に決定しました。現在は日本防　衛の歴史的転換点といっても過言ではありません」 

W○「 新しい年を迎えるにあたって、一つの時代 の区切りである百年前、日本人はど    のようにしていたか思い起こすのも、価値あることと思います」 

T○「1904年は、日露戦争を戦っています。２月１０日開戦。 幾多の困難な会戦も、将兵の勇敢な戦いにより勝利を収めました」

W○「この戦いは、１９０２年に結ばれ た日英同盟のもとで行われています」

T○「ロシアに対し、協調緩和策、南進を防ぐべきだという強硬策、二つの意見が並存しました。 しかしいざ戦争が始まると、指導者は一体となって国家に貢献したと言われています」

W○「このあたりが明治時代の愛国者たる政治家の優れたところだと思います。この勝利の結果、我が国はもちろん、アジアをはじめ抑圧された世界各国に自信と希望を与　え、民族独立運動まで促したのです」

T○「 イラク派遣について賛成反対論議が盛んになされていますが、良識ある人々は状況の本質を見据え、明治の先達のように支援してくださると確信します」

W○「国益のため尽くした明治の人々に負けないよう、派遣部隊は一致団結して任務を遂行し、」

T○「また留守を守る師団では、派遣隊員が安心して行動できるよう、運命共同体としてサポートしていきたいと思います。  平成１６年　元旦」

　　　　　　　　以後、台詞のある者は、舞台に入ってくる。

n○自衛官の息子の言葉。インターネットの書き込みから。

H○「自衛隊OBや、古い人の中には、この師団長のような事を言う人が多いと思い　　ます。父が東チモールに行ってたんですが、その安全祈願祭の席上OBの方が話し　　ていた内容も、戦後の教育を受けた僕にとっては、首をひねりたくなるようなもの　　でした」

ｍ○「日露戦争は縄張り争いのような面もあり、一種の侵略戦争といって過言ではあ　　りますまい。それを引き合いに出すとは、この師団長はどういう神経をしているの　　か」

H○「何だかわからないけど、アメリカについて行け」という、無責任な思考停止状　　態の中でイラクへ行かされる自衛官は、本当に気の毒だと思います」

c○「レジスタンスに殺傷されるかもしれないし、逆にイラク人を殺傷した場合、何　　処でどう裁かれるかもはっきりしない」。

B○石原慎太郎東京都知事は12月１日、都が初めて行った核兵器、生物化学兵器によるテロを想定した訓練に参加し、イラクで発生した日本人外交官殺害事件についてこう答えた。

O○「日本がイラクの再建に手を貸すのは当然。それを妨害する者があるなら、自衛　　隊が行って堂々とせん滅すればいい」

T○「自衛隊法施行規則　第三節　服務の宣誓」

I・S○「宣誓。　私は、わが国の平和と独立を守る自衛隊の使命を自覚し、日本国憲法及び法令を遵守し、一致団結、厳正な規律を保持し、常に徳操を養い、人格を尊重し、心身をきたえ、技能をみがき、政治的活動に関与せず、強い責任感をもつて専心職務の遂行にあたり、事に臨んでは危険を顧みず、身をもって責務の完遂に務め、もつて国民の負託にこたえることを誓います。」

W○ある予備自衛官の言葉。

K○「私は元自衛官です。今回のイラク派遣に関して、正直本当にこれでいいのかと思っているところです。現職の方々はほぼ一様に「命令されたので粛々と準備を進めるだけ」「ノーコメント」と言っていますが、本当の所は、アメリカの「正義なきイラク構造改革」に大いなる不信と、当たり所の無い苛立ち、不安を感じているに違いない と思います。私は現在、予備自衛官という、非常勤ながら防衛出動の命令が下達されれば、出頭しなければならない身分にあります。専守防衛の為なら納得できますが、このままでは無理です」

　　　　それまでに女性陣は中列に並ぶ位置に着いた後、以下の台詞を言う。

k○「村上龍著・幻冬舎刊『13歳のハローワーク』「自衛隊」の章」より

r●自衛官になるのは合理的か

c●シェイプアップしながら給料がもらえる自衛官

n●自衛隊で資格を取るという選択

u●不自由な自衛官生活

ｍ●国民的な理解と敬意の不足

h●かつては戦争で死ぬというリスクはなかった

i●結論。海外派兵という新しいリスク。

　　　　　残った男性たちも、台詞を言いながら舞台後列に出てくる。

P○７月９日、北海道・陸上自衛隊北部方面隊。

G○３０代の一曹は、職場のテレビから流れてきた「最高司令官」小泉純一郎首相の言葉に息をのんだ。　

T○「自衛隊員は殺される可能性もあるし、殺す可能性もある」

P○一曹は国連平和維持活動、ＰＫＯに参加した経験がある。

G○イラク派遣案が浮上した当初、かつて「日本」を背負った国際貢献の充実感を思い出し、妻に打ち明けた。

I○ 「イラクに行きたい」。

n○「イラクに行きたい」。

I○「拒否して部隊で肩身の狭い思いをするぐらいなら」

n○妻は承知した。 

S○だが連日の米兵死亡のニュース。

I○ゲリラの急襲を想像した。

S○体が硬直し、引き金を引けない。

I○「命令があっても応戦できるだろうか」 

W○……「海外経験のない自衛隊に中核的な活動を担わせるのは、無理だった」。

K○国連カンボジア暫定統治機構・ＵＮＴＡＣ元代表、明石康。 

i○初めて海外の地を踏んでから１１年。

k○当時自衛隊は「若葉マーク」と称された。

ｍ○文民警察官や国連ボランティアはポル・ポト派の勢力が及ぶ地域で犠牲者を出したが、自衛隊の活動は安全な地区にほぼ限られた。 

r○政府関係者は言う。

K○「とにかく海外に出すことが大事だった」  

O○「不測の事態があれば、政権が吹っ飛ぶ」。

K○与党内では「選挙前に派遣して死者が出ては困る」と先送り論が急浮上したこともある。 

G○磯島恒夫・元陸上幕僚長。

I○「自衛官は国益のために行くのか。それとも政党のために行くのか」 

O○1994年１０月、アフリカ・ザイール、現コンゴ民主共和国。

K◆乾いた銃声が闇を裂き、テントから飛び出した隊員たちの頭上を幾筋ものえい光弾が流れた。

O○ルワンダ難民救援のため派遣された陸上自衛隊の宿営地そばで、国境を挟んだ銃撃戦が始まった。 

I○「退避、退避っ」。

K○幹部隊員が叫ぶ。

O○コンテナの陰に隠れる者、

K○あわてて防弾チョッキをまとい、地面に伏せる者。

O○約１時間後、戦闘が終わった。

K○隊員らはしばし凍りついたように、その場を動かなかった。

O○ザイールは自衛隊が海外派遣された中で、カンボジアと並び治安が悪かった。

K○３カ月、毎晩のように銃声が響いた。 

S○「思い出したくない。もう二度と行きたくない」 

O○帰国して１カ月余り、子供がタンスの扉を閉める「バタン」という音に、目が覚めた。

K○耳に刻まれた銃声がよみがえった。

O○暴動に巻き込まれ銃を突き付けられたこともあった。

K○別の隊員は現地軍の銃撃を受けた。

I○「走るか、それとも隠れるか」

O○パニックになる中で、必死で逃げた。

K○帰国後。

O○干した布団をたたく音、椅子を折りたたむ音を聞くと、その時がよみがえった。

S○「そんなことが半年ほど続いた」。

K○ある幹部は緊張のあまり赴任中から帰国後数年間、４時間以上続けて眠ることができなかった。 

O○防衛庁は言う。

T○「海外任務後に精神状態が悪化したという事例は把握していない」。

K○防衛医大はＰＫＯ参加隊員のストレス調査をしたが、対象を治安が安定したゴラン高原での活動に限定し「みんな健康で、問題はなかった」と結論づけた。 

O○20０１年１２月、海上保安庁の巡視船が北朝鮮の工作船と銃撃戦を交えた。

K○不眠や悪夢を訴える乗組員たち。

O○９９年３月、海上自衛隊の護衛艦が工作船を追跡。

K○乗組員の半数が内部調査に答えた。

I○……「一度は死を覚悟した」 

r○政府はイラクでの自衛隊の活動地域を「非戦闘地域」としています。

　　　　ニューヨーク市警官姿のJ、米兵のA、現れる。

A○しかしアーミテージは言いました

J○「イラクは戦闘地帯(せんとうちたい)だ」

A○マァキャナン司令官

J○「イラク全土(ぜんど)はまだ、戦闘地域(せんとうちいき)だ」

A○「我々はこの戦争に勝つ」

J○「アメリカは世界の警察(せかいのけいさつ)」

H○「このようなイラクには行きたくないというのが自衛官の本音です」。

B○「家族・国民の反対の声が高く、法律や保障面に問題があり、なによりも自分自身を納得させる理由がないからです」

G○「誰のため何のために、命をかけるのか」。

h○高知県内在住の自衛隊員の父 。

r○「自衛隊は大変。大事な仕事じゃ。今回のことで自衛隊を悪く言わないでください」

T○「息子は命令が出ればイラクに行くと言う。 本人の思う通りに生きればいい。でも行かせたくない…」

W○「これまでと違い危険過ぎる。行けば間違いなく死傷者が出る」

T○「行かせたくない」 

i○それでも「行くな」とは言わなかった。 

r○「息子は『人の役に立ちたい。国の役に立ちたい』と自分で自衛隊への入隊を選んだ。イラク行きも死ぬること覚悟の上の、本人の希望。止められんですよ」

T○「 国際社会での日本の立場を考えれば、金だけ出して人を出さんじゃ許されんでしょうし」 

r○「死んじゅう虫を見つけたら、埋めちゃるような子。イラクにも平和のために行　　くと言う」

W○「 正義感の強い子です。でもああいう場所では、真っ先に殺されるような人間かもしれません」

k○防衛庁はイラク派遣時の特別手当や殉職時の賞じゅつ金（弔慰金）を増額する方針を立てた。

T○「金では解決されん。家族にはそんな金、何にもならん」

W○「６０年前の戦争と一緒？　そんな切実じゃないです。平和ボケかなあ」

r○「息子の死？　考えてません、今は」

T○「でも出発の日が近づいてくれば、考えてしまうんでしょうね」 

W○「自衛隊員は戦争マニアじゃない」

r○「自衛隊は大変なんです」

n○……自衛隊員は、労働条件などについて国家と交渉したり、ストライキなどによって争うことができません。

S○自衛隊法第６４条。

I○「隊員は、勤務条件等に関し使用者たる国の利益を代表する者と交渉するための組合その他の団体を結成し、又はこれに加入してはならない」

ｍ○……イラク戦争から帰還した米軍兵士の間で、戦場での極限状態の体験による心的外傷後ストレス障害・ＰＴＳＤが深刻な問題になっている。

J○シーン・ロドリゲス・ストリート。

c○海兵隊兵長、２１歳。

A○「いつもイライラして怒りっぽくなった。結婚して一年足らずの妻にも乱暴なものの言い方をするようになった」

G○「やせ細った現地の子供たちが裸足で駆け寄ってくる光景が突然思い出され、不眠に悩まされている」

J○ある米軍兵士(べいぐんへいし)の父親(ちちおや)。

O○「私の息子は陸軍に所属し、バグダッドに駐屯しています。息子からは３日ごとに手紙が届きます。彼は最初、自分の仕事に誇りを感じていました」 

K○「その息子の気持ちが、先月ひと月のあいだにまったく逆転してしまったの  です」 

A○「どうしてぼくら兵士がもっと楽にすごせるように、軍はあれこれやらないのだろう」

O○「水も食糧も足りず、ほとんど一日中停電で、医薬品も医療スタッフも恐ろしく不足して、イラク人はほとんど動物のような生活を強いられている」 

J○「なんてこった!」 

K○「ひどい生活環境で苦しんでいるイラクの人びとを助けるために、軍はどうしてもっといろんなことをやらないのだろう」

O○「家族の復讐を誓ったり、惨状の責任がアメリカにあると思い込んでいるイラク人にとって、米軍兵士は難なく狙える格好の標的になっている」

A○「ぼくらを今すぐここから撤兵させてほしい！」

K○「イラク人の心をしずめるには、 彼らの国から引き揚げ、彼らの望むやり方で秩序を回復させるしかないんです」

O○ブッシュ大統領は言いました。

J○「かかって来い」 

K○「大統領ともあろうものが、ぼくらをわざわざ攻撃にさらすような発言をした」

O○「ぼくらがここにいるのは、大統領に行けと命令されたからです」

A○「ぼくらはここへやって来るべきではなかった」

K○「わかってください父さん、ぼくの気持ちはもう完全に前とは変ってしまいました」

O○「敵を打ち負かすことに、これまでは誇りと満足を覚えたものですが、今はそのことに悔恨と恥ずかしさしかありません。アメリカに神のご加護がありますことを」

J○J・メドウズ

r○第15歩兵師団ブラボー中隊一等軍曹・34歳。

G○「誰が殺意を持っているか、誰がそうでないかなんて、区別できっこない」

k○彼の所属するブラボー中隊は、旧政権に忠誠心を抱くゲリラに取り囲まれ、殺され続けている。「ザ・ハンター」というあだ名で呼ばれるゲリラは、一部イラク人の間で熱狂的崇拝の的となっている。

J○アサド・アル・アマリ。

u○バクダッド市民。

i○「ザ・ハンターは、一人でイラクのために戦っているんだ。彼を止めることなんでできやしない。アメリカ人はもっと殺される。みんなハンターをかくまい、彼が決行する襲撃のためには、家を使わせてやるだろう」

J○マイケル・リチャードソン。

h○特技兵。伍長・22歳。

O○「軍服を着ていない人間を撃つことにジレンマなんてなかった。俺はためらいなく引き金を引いた。そこにいる奴らは、軍服を着ていようがいまいが、敵だった」J○アンソニー・カスティーロ。

ｍ○特技兵。

P○「そこには民間人がいたが、俺達はなすべきことをした。彼らは、間違った場所にいた。だから敵とみなされた」

K○「我々は事前にビラをまいておいた。戦いたくなければその地域を退去するよう警告した。だからそこにいた奴らはみな戦闘員さ。タンクの前に立ちはだかったり、車で突っ込んでくる奴らは、戦うためそこにいた。そこにいる奴らは、みんな戦闘員だ」 

O○「奴らは武器を放棄して降参した。ある者は死んだふりをした。そして俺達が近づくと、武器に手を伸ばしやがった。

J○「なんでもありだったよ」。

B○「女だろうと負傷者だろうと、武器をつかもうとする奴らはやっつけるだけだ。それしかない」 

K○「最悪なのは、誰かを撃って、負傷したそいつを助けにいくことだ」

O○「くそ！どいつも助けてなんてやらなかった。何人かは勝手に死ぬよう放って置いた。一発おみまいして片付けた奴もいた。 (手を伸ばして銃を撃つ構えをし、2回、舌打ちする)途中で出くわす奴は誰であれ、また撃つんだ。捕虜なんていらない」

H○ 「俺達はバクダッドを占領する必要があった。それだけさ」 

O○「夜になると、殺したやつらのことを考える。舌の上にわいたうじ、頭が切断されて地面にころがっている赤ん坊、頭が半分吹き飛ばされて大きく眼と口を開いた男達。あの臭い、燃えている胴体」

K○3月20日から4月7日まで、バクダッドにいたる全ルートで、焼け焦げた死体のほか、なにもなかった」 

P「頭の中にイメージが浮かぶ。奴らの死体は、生きていたときの3倍に膨れ上がっていた」 

O○「戦争が終わったら、交代要員が到着しだい、帰国できると言われたんだ。交代要員はきたよ。だけど、俺達は、まだここにいる」 

G○「こういった決定を下し、自分じゃ戦闘もせず、撃たれることもなきゃ、血だらけ、焼け焦げの死体、死んだ赤ん坊なんか見る必要のない将軍たちに腹が立つんだ」

J○キノーネス三等軍曹(さんとうぐんそう)。

T○「兵隊達のほとんどは10台後半から20代前半だ。そういった若者が、ひと月にも満たぬうちに、一生かけて見る以上のものを見てしまった。もう家に帰るべきなんだ」

K○「イラクなんてどうなろうが知ったことじゃない。全然関心がないんだ。サダムが権力を握っていてもかまわない。俺にとってはまったく価値のないことさ」

O○「俺のベッドのそばに、世界貿易センターの写真がはってある。防弾チョッキの中にも一枚入れている。写真を眺めて犠牲者のことを想うたび、俺は思うんだ。　『奴らは、俺達の母国を攻撃した。今度は、俺達の番だ』って」

K○「俺は、仕返しとか言いたくない。だけど、分かるだろう。これは、まさに仕返しなんだ」 

H○「自衛隊も攻撃対象だ」

r○バグダッド周辺で米軍へのゲリラ攻撃を続ける武装組織の幹部・２８歳。

H○「攻撃するのは、フセインへの連帯意識からなんかじゃない。米軍の占領に対する抗議だ」

B○「解放するという名目で侵入したアメリカは、イラク人に政治を任せず、占領政策をとっている」

H○「我々の多くは反フセインでほう起した経験がある。イスラム主義よりも民族主義の立場に立っている。我々は断じて『テロリスト』ではない」

B○「日本の自衛隊がイラクに来て米軍に協力すれば、占領軍とみなし攻撃対象にする」

H○「米軍に占領された経験を持つ日本と日本人には親近感を持っている」

B○「だが日本の自衛隊派遣についてはこう言うしかない」

H○(語気を強め)「米軍を支援する外国人はすべて占領者になる」

J○「アルカイダの警告(けいこく)」

T○「自衛隊がイラクに足を踏み入れた瞬間に、我々は日本の中枢「東京」を攻撃するだろう」

J○Antiwar Self-defense FOrces。反戦自衛官(はんせんじえいかん)・片岡顕二 (かたおかけんじ)。

I○イラクにとって自衛隊の派兵は日本を米英に次ぐ敵対国とします。反撃した自衛官がイラク人を殺すこともありえます。もし誤って殺害した場合、誰が裁くのでしょうか」

S○「米軍には軍法会議がありますが、自衛隊には裁判権がありません」

r●「その後日本政府は、人を殺した自衛隊員を裁くのは、日本の法律だと言った」

I○忘れてはならないのは、自衛隊が派兵されれば米軍の指揮下で行動することになるということです。派兵された時点から小泉の命令やイラク特措法の規制は力を失い、米軍の作戦計画に従って自衛隊は動かされます｡アメリカの国益に沿った行動をおこなうことになるでしょう。

i○海外出動の命令には強制力があるの？

S○強制力はありません｡自衛隊で罰則を伴う､強制力のある命令は､自衛隊法第３条に規定されている、防衛出動と治安出動の二つだけです｡

I○派遣想定時期の６ヶ月から４ヶ月前、一人一人に希望調査が行われた。

S○「熱望・希望・命令なら行く・その他」の４項目から判断する。

I○イラク派遣を断ろうが、命令を拒否しようが、「罰則」は百％あり得ない。

S○だが「行かない」とは言えない。

J○自衛官(じえいかん)の家族(かぞく)から、よせられたメール 

r○「長男は陸上自衛隊におります。わたしが女手一つで４人の子どもを育てているのを見て、自分から自衛隊にはいりました。「どうして」と聞くと、色々の資格がとれるとか、住居も衣服もお金がかからないしということでした。

n○ところが、なんという式ですか、家族を招待して、いろいろみせる行事に行って、「これは軍隊だ、戦争をやるためのものだ」と身体が震え、すぐやめさせてつれて帰らねばと思いました。

ｍ○「Aちゃん、自衛隊は、軍隊よ、戦争で人殺しにいき、あんたも殺されるよ。そうなる前に、自衛隊を辞めて。わたしはあんたをそんなことのために、育ててきたつもりはないよ」

S○「母ちゃん、大丈夫だから」

k○「自衛隊は日本を守るものじゃなかったの。なんでイラクなんか行くの」

S○「安保がある以上、行かねばならない」

i○「よその国の人を殺すということは、自分も殺されるということよ。あんたが言ってた自衛隊とは、ちがうじゃない、」

S○「(くぐもった声で)今回はたいしたことにはならないけど、数年先が、もっと本格的で、そのときには危険なことになるよ」

J○自衛隊員(じえいたいいん)の言葉(ことば)。

I○「本当はいろいろと話したいことがある。でも部隊の命令で……」

S○「イラクに行きたい」

c○「ほんとうに?」

I○「東ティモールのＰＫＯでは、国際社会で自衛隊が役立っていると実感できた。海外派遣には参加したい。でも殺される可能性のあるイラクには行きたくない。仲間もそう思っている」 

J○東部方面隊(とうぶほうめんたい)の駐屯地(ちゅうとんち)。三十代(さんじゅうだい)の三佐(さんさ)の言葉(ことば)。 

I○「行けと言われれば、行く。ただし中途半端に派遣され、現地で厳しい選択を迫られるのでは、たまらない」

n○防衛庁はカウンセリング専門の民間業者に委託し､自殺防止対策本部を設置することを決めた｡自衛官の自殺は増加し、過去最悪になっている｡３０歳代前半の自殺率は、一般の男性に比べて三割近く多い。

k○陸上自衛隊の派遣には、隊員のメンタルケアのため、精神科医の同行を検討している。

i○イラク前線の米軍将校は、兵士たちの精神状態をこう述べている。

J○「聞(き)いてくれる人(ひと)なら誰(だれ)にでも不満(ふまん)をぶちまける。手紙(てがみ)を書(か)き、泣(な)き、叫(さけ)ぶ」「兵士(へいし)たちはそこらじゅう歩(ある)きまわり、見(み)るからに疲(つか)れ、意気消沈(いきしょうちん)している」「自分(じぶん)の意志(いし)がまったく反映(はんえい)されないシミュレーションゲームのコマになったようなかんじだ」 

ｍ○韓国では、カン･チョルミン二等兵・23歳が、政府のイラク派兵に反対を訴え、籠城に突入しました。彼が盧武鉉大統領に送った手紙｡ 

P○「こうして大統領に手紙を書くわけは、二等兵である私が考えても、イラク派兵が間違っているからです。大統領におかれましても、少なくない苦悩のすえに決定を下しただろうと思います。 しかしその判断は、兵士を死に追いやるものです。軍人として、死を恐れるからではなく、どんな名分も道徳もない第２のベトナム戦争にわれわれの軍隊が派兵され、イラク国民を殺し、あるいは死んでゆくなら、 それは明らかに間違った決定です。軍隊の経験がおありの大統領も、侵略戦争に反対し世界平和に寄与するというわが軍の役割を充分知っておられるでしょう。 軍隊が自国の国土と国民を保護するのでなく、侵略戦争の道具として使われたなら、それはどこの誰が見ても間違った決定です」 

ｍ○「昨日は私の考えを家族と話しました。心配に満ちた目で私を見る父母の瞳が胸を打ちました。 しかし派兵決定が現実になれば、息子を失ったすべての父母の瞳が私の胸を打つでしょう。こうした苦悩を感じとってもらえたのか、ついには私の意見に、もうそれ以上反対しようとはしませんでした。「頑張れ」と激励してくれた弟のひと言が、私に力を与えました。私は本当に不孝者です」 

P○「私は韓国軍の一員として、侵略戦争への従軍に反対し、派兵撤回が実現するまで、　　苦悩に満ちたろう城を始めようと思います。 急に冷え込んできたこの冬、すべて　　の方の健康と平和を祈願します」

J○「Military Families Speak Out 」

A○声を上げるアメリカ軍人家族の会の声明 

h○もう一人の兵士も、殺されてはならない。

u○もう一人の兵士も、負傷してはならない。 

i○もう一人の兵士も、罪のない市民を脅し、誇りを傷つけ、負傷させ、殺す行為で、精神的な打撃を受けてはならない。 

n○もう一人の兵士も、劣化ウランを吸い込ませてはならない。 

k○もう一人の兵士も、配偶者や子どもから離ればなれになってはならない。 

r○8月9日、サンフランシスコで採択された、平和を求める退役軍人決議。

T○「米軍を直ちに本国に撤退させよ 」

W○「イラク占領を終結せよ」 

T○「国民の財産を戦争には使うな 」

W○「愛国者法を廃止せよ 」

J○ジョージ・バットン。

c○米海兵隊上等兵

K○「サダムの大量破壊兵器にまつわる大統領の脅しは嘘っぱち。この戦争の動機は金に過ぎない。どの部隊の連中もそう信じてる。わが中隊は、まったく不十分な装備でやってきた。デタラメばっかしさ」 

J○マイク・プライスナー。

c○米陸軍技術兵。

O○ 「忠誠心と理想に燃え入隊しました。あれから２年、私はずーっと、自分を納得させてくれるものを探し回ってきました。しかしいくら頭をひねっても、大統領の作り笑いの顔が思い浮かぶだけ。あいつは国民を騙してるんだ」 

K○「正当に選出されてもいない男の部下として兵役につくのはとても厄介だ」 

c○ある陸軍技術兵が、サダム・フセイン拘束のニュースを聞いた。

J○ スゲェー。１３万(まん)の兵(へい)、死者(ししゃ)５００人(にん)、一日(いちにち)１００万(まん)ドルの戦費(せんぴ)。それでやっと捕(つか)まえたのは、穴暮(あなぐ)らしの奴一匹(やついっぴき)だけ。おいら幻(まぼろし)でもみてんのか？ 

c○ある兵士の母親。

r○「自衛のためとは言え、息子は人を殺してしまいました。指揮官が『いい殺しだ』と言いました」 

c○帰還したばかりのアメリカ下士官兵へのインタビュー。

A○軍は帰省している間、私を箝口令のもとに置いている。

H○国家に対し礼儀を欠いた発言を行なえば、２０年の禁固刑を受ける。 

B○「それは地獄への長い旅に似ていました。私の部隊は一日あたり２０回攻撃され、５人が負傷し、少なくとも１人が殺されました。２４時間ごとにです」 

K○「ある部下は、幼い娘に会うことだけが望みでした。戦争が始まった３日後、彼の娘は生まれました。彼は砂の上で私の手を握り、自分の娘が決して父親を知ることができないことを泣き悲しみながら死にました。 正義とはいったい何なのか。この青年が空気を求めて喘ぎ、異国の土に血を吐いていた時、ジョージ・ブッシュはどこにいた？」

J○ ファック!

c○ 「小さな子供たちをまるごと一掃したクラスター爆弾の攻撃についてお話しましょう」

O○「この子たちは既に親を失っていて、道外れにあったイラク軍車輌の残骸から食べ物なんかを探し出そうとしていました」

H○「地上部隊である我々は、友軍から、この近辺を清掃するため、焼け残ったイラク軍の車列に対しこれからクラスター爆弾を投下するという予告を受けました」

G○「その時、子供たちは道から外れて約八百メートル離れたその位置にいました」

P○「我々は無線で爆撃を止めさせようとしました」

O○「しかし中止するには遅すぎると言われました」 

K○「……爆弾が炸裂したとき、バラバラになった人体が空中に飛び散るのが見えました。まったく恐ろしいことでした。我々は、この呪うべき情況に何もできず、ただその光景を眺めながら、無線機の向こうで押し黙って爆弾を投下しているくそパイロットに向かって警告を発し続けただけでした」

O○「爆撃が終わったあと、我々は生存者がいないかどうか確かめに行きましたが、見つかったのは小さな子供たちの粉砕された断片だけで、あちらこちらにまだじゅうぶん識別することのできる腕や脚などが散在していました。」 

J○ ファック! (その他、思いつく呪いと悪態)

K○「私はこの戦争に行くまで、良心的兵役拒否というものを理解することができませんでした。今の私は石油のために戦争するのはごめんです。裕福な奴らの金儲けのために死ぬ必要はありません」 

i○アメリカ兵の脱走者は半年で千七百人を数えたといいます。

k○フランスの新聞ジュルナル・デュ・ディマンシュはその中の一人と接触し、「アメリカ脱走兵の告白」と題して報じた。 

i○「……警察に捕まれば五年間の軍刑務所入りか、南米の出身国に強制送還される」 k○「クレジットカードは使えない、誰にも電話をかけられない、電子メールは開けない、そして二週間ごとに住まいを変えるしかない」 

i○彼は予備役兵で、大学院に通う学生でした。開戦直前に招集され、六週間の訓練を経て、イラクに派遣された。

k○最初についた任務は、イラク人捕虜の監視だった。

i○「われわれの仕事は捕虜の士気をなえさせ、尋問を容易にするため、最低二日間、彼らを眠らせないことだった」 

k○「恐怖心を抱かせるため、ハンマーで鉄格子を思いっきりなぐった」

i○「弾を込めないピストルを耳にあて引き金を引かせた」 

k○しばらくしてティクリットに配置され、実際の戦闘に遭遇した。

i○自分が殺したのかもしれない死体を見た。 

k○「死体のイメージが繰り返される。機銃掃射で頭がふっとんだものだ」 

i○「仲間も頭を撃たれた。車の中は血と脳みその断片でまみれた」 

k○「兵士たちは金縛りにあい、話すことを拒み、二週間もじっと壁を見つめている」

J○ナンシー・レシン。

c○「声を上げる軍人家族の会」創始メンバー。

r○「多くの兵士が非常なストレスにさらされている」

c○「誰が敵なのかはっきりしない」

r○「常に攻撃される恐れを感じている」

c○「我々の多くはゲリラ戦の訓練を受けていない」

r○「屋根の上に人影がある。敵かもしれない。子供が涼みに上っているだけかもしれない」

h○ある米兵の家族。

T○「息子のいる部隊では、百二十人の兵士が属しているにもかかわらず、わずか三十しか防弾チョッキが与えられていない。すでに三人の米兵が死に、九人が負傷した。気温も五、六〇度まで上がり水も不足しているのに、昼夜問わず働いている」

J○ ロビン・タマラ・ポントン。

h○イラク駐留の憲兵隊員を父にもつペンシルベニア州の少年。

n○「ブッシュ大統領はイラクが大量破壊兵器をもっていると言い、世界貿易センター　　を攻撃したテロリストと結びついていると言ったが、何の証拠も見つからなかった。　　お父さんは大統領のウソのために命を落とすかもしれない」 

k○非戦闘の死者の中には、自殺者も含まれる。

J○ナンシー・レシン。

i○「戦場の体験はあまりに強烈すぎて誰にも話せず、家族の中にあっても孤独感に襲われている」 

J○フランク・ドリル。

h○アメリカ退役軍人。

K○「イラクの米兵たちは地獄にいるような気持ちだろう。普通の精神状態で耐えられるものではない」

O○「ベトナムでは国のために戦っていたのに、帰還すると反戦運動が盛り上がっていた」。

K○『子供殺し』とののしられた。

O○おかしくならないほうがどうかしている。

r○2003年9月、イスラエル空軍の予備役パイロットら２７人が作戦への参加を拒む書簡をハルツ空軍司令官に送った。

c○「我々は市街地に於ける空軍の作戦参加を拒否する。イスラエル軍がパレスチナの過激派幹部に対して行っている殺害作戦は、民間人を巻き添えにしている。イスラエルはヨルダン川西岸とガザの占領を終わらせるべきだ」

J○マータン・カミネール。

h○占領地での兵役を拒否したイスラエル人。

n○「僕は軍事刑務所入りを宣言された。テロ防止と称して外国の土地を占領し、人々を弾圧する。代償を支払わされるのは、縛られて顔を床に押しつけらたり、学校に行く途中で射たれたりする、イラクやパレスチナの子供たちだ」

　　　　　しばらくはI・Sの自衛官だけがうかびあがる。

I○陸自部隊の宿営地はサマワ市街地から南十数キロの見通しが良い砂漠地帯に設営される。

S○約８００メートル四方の土地を鉄条網で二重に囲み、堀や壕を掘る。

I○施設内や周辺には赤外線センサーや監視カメラを設置。

S○進入路には互い違いに防護壁を築き、車が一直線に突っ込んでこられないようにする。

I○ゲートも数カ所築き、警備員による検問、金属探知器による点検を重ねる。

S○イラク南東部の田舎町に忽然と出現する宿営地｡

I○住民と隔絶した世界｡

S○その中で人道支援の｢浄水･給水｣を行う｡

I○提供する飲料水は１日約２万人分にあたる７０〜８０トンに及ぶ。 

S○担当人数は陸自派遣要員５５０人中たったの３０名｡

I○その他の医療･施設を合わせ｢人道支援｣要員は１２０名｡

S○残り４３０名の内訳は､警備担当に約１３０人､

I○残り３００名は、後方支援活動に当たる｡

S○地区治安担当の外国軍の兵站支援を含む。

I○航空自衛隊はすべて米英占領軍の後方支援が目的である｡

　　　　　　　　全体が明るくなる。

J○小泉(こいずみ)は言(い)う。

O○｢自衛隊は戦争に行くのではない｡人道支援に行くんです｣｡

r○防衛議論を進めているのは、今や衆議院の半数を占める戦後生まれの議員たちだ。

T○この世代には憲法改正派が多い。

r○政治評論家・森田実氏

W○「戦争体験者なら、『もう経験したくない』と思う」

r「だが首相は終戦の時三歳。戦争体験に基づく拒絶感がない」

T○「政治エリートには米国的な空気の人が多い」

r○「米国的教育を受けた人、自分の家庭が戦争で傷ついていない人というのは、ブ　　レーキが利かないところがある」

J○ホワーイ?

T○「二十年前の中曽根元首相の不沈空母発言以後、米国追随、日米安保重視で、独　　立国としての防衛議論がなくった。それが変わり目だと思う」

k▼面白い計算をした人がいるので受け売りします。(この項しばらく早口がよい)

i○日本のNGOが行っているアフガンでの救援活動では現地の人に日当２５０円を支払っていて、これがとても喜ばれているのですが、

J○ハーイ。

H○一方、今回派遣される自衛隊員には一人当たり、

u○危険手当、一日３万円

h○食費、一日３万円

A○装備など消耗品　一日１万円

c○死亡見舞金は別としても、自衛隊員一人で毎日７万円かかるわけです。

ｍ○おまけに自衛隊員は、半数は作業、半数がその護衛ですから、

n○作業する自衛隊員一人あたり１４万円の費用がかかります。

i○１４万円なら５６０名の現地人に日当が払えます。

k○(早口からゆっくりに戻る)自衛隊員を１０００名送るなら、代わりに、５６万人　　の現地人の雇用が確保できるのです。

J○環境･平和活動家(かんきょう・へいわかつどうか)きくちゆみさん。

r○「核兵器や原発に使うウラン235。原発や原子爆弾に使用するため濃縮する過程で残った廃棄物が持てあまされています」

　　　　　　次第に「地雷商人」の照明に変化。

J○(しばらくラップ調になります)劣化(れっか)ウラン弾(だん)の物語(ものがたり)。

B○(ラップの間、太鼓をたたく)

P○「俺たち悪者、劣化ウラン弾」

G○「インデアン居住地域に山積み」

P○「あんまりいっぱい、処理難しい」

G○「エネルギー省、悩みの種」

P○「これに目をつけたのが兵器産業」

G○「一石二鳥、いや三鳥」

J○「ウルトラC」

P○「鉛弾(なまりだま)跳ね返す戦車のボディ、ウラン弾なら入りこむ」

G○「バターのように溶けて三千度」

P○「硬いものでも貫通燃焼」

J○「軍事的にはすばらしい」

G○「しかも材料費、ただ」

J○フリー。

P○「最初使われたのは湾岸戦争」

G○「ちっとも劣化してません」

P○「ゆっくり出します放射能」

G○「半減期は45億年」

P○「やばいことには水溶性」

G○「燃えたらパウダー、酸化ウラン」

P○「大きさ一粒２ミクロン」

J○「目に見えない」

G○「臭いもしない」

P○「でも空気中にふわふわ」

G○「これが地上に落っこちて」

P○「地下水に入ります」

G○「雨が降らない砂漠では」

P○「ずっとふわふわ漂って」

G○「人の体にはいりこみ」

P○「血液めぐって全身に配られ」

G○「もう溶けない」

J○「たまります」

P○「そこで出てきたα波。DNAに入ったら、突然変異の癌細胞」

G○「骨髄に入れば白血病」

P○「脳に入れば脳腫瘍」

J○「肺に入れば肺ガン」「ハーイ」

G○「腎臓に入れば腎臓ガン」

P○「生殖器に入れば生殖器のがん」

J・G・P○「ガーン」(ラップ終わり)

　　　　　　　「地雷商人」の照明、しだいに終わる。

i○「……イラクの子どもたちが発病しています」

k○「脳のない赤ちゃんがたくさん生まれてる」

n○「生まれて30分から３時間のうちに死んでしまう」

ｍ○「劣化ウランを使うのは、人間の未来を奪うこと」

r○「湾岸戦争兵士の半数が、障害認定の申請を出した」

c○「派遣された人間は知識もなく、何の防御もありません」

i○「どんなマスクをつけても2ミクロンの劣化ウランを吸い込むのは防げません」

k○「湾岸戦争の劣化ウラン弾使用量３５０トン､イラクでは２千トンが使われたといわれています」

n○「自衛隊員は必ず体内被爆して帰って来る」

P○「(ラップ調再開)アメリカ作った汚染地域」

J○「アフガン、イラク、フイリピン・ミンダナオ」

P○「アメリカ日本政府の公式見解」

G○「劣化ウランは人体に無害」

P○「影響なし安全(ラップ調終わり)」

I★「自衛隊教範｢特殊武器防護｣から」

S●「核武器に対する防護」

I★「事前の防護処置」は以下の通り!

S○「１、身体は２枚以上の被服､手袋等を着用し､出来るだけマフラー等を使用して皮膚の露出部を少なくする」｡

I○「鉄帽の締めひもは､強い爆風で首を絞められないように結ぶ」｡

S○「汚染防止のため､雨衣･ビニール布等を準備する」｡

I○「２、時間的余裕がある場合､おおいを設ける」

S○「なお、中性子に対する防護のため土を水でぬらす」

I○それで防備は完璧です!

W●テロ特措法により、民間人も業務命令という形で『戦地』へ派遣されている。

O○武力攻撃事態法。自衛隊法第103条・業務従事命令。

K○自衛隊の使っている武器・装備は非常に高度で専門化されています。故障が起きた場合、企業の技術者が行かないと修理できないことが非常に多いわけです。

T○医療・建設・輸送関係業者への従事強制。

W○自衛隊の軍事行動を支える民間動員システム。

K○「既成事実がつくられていく」

O○ある陸曹長の話。

K○「アメリカは日本に、国際貢献でお金や汗は出しても血は流してない、と言って来ていますが、小泉首相らは、日本も一線を越えて米国なみになると示したいんです」

O○「軍事作戦には戦死者はつきもの」

K○「まるで自衛官はイケニエです」

O○暴力は暴力を呼ぶ。

K○はてしない殺戮の連鎖。

O○奥克彦・在英大使館参事官と井ノ上正盛・在イラク大使館３等書記官が、イラク、ティクリート近郊で殺害された。

J○自衛官の息子 の言葉。(じえいかんのむすこのことば)

k○「自衛官の息子としては、もし自分の父に行けと命令がきたら行ってほしいとは　　思わない。そのことは小泉首相のメルマガにもメールを送った事も有ります。だけ　　ど自衛隊の派遣は決定してしまいました。残念です。けどいつかこうゆう事になる　　なって気がしてたからなぁ」

J○作家(さっか)島田雅彦(しまだまさひこ)の指摘(してき)。

i○自衛官がイラクで死亡した場合、だからもっと重武装でないとだめだなどという口実にするであろう。イラクへ自衛隊を派遣する本当の理由は、もともと復興のためなんかではなく、外国に軍隊を送り込む既成事実を作ることであり、目的は改憲であるからだ。だから小泉総理らにとって、自衛官の死は望むところなのだ。

n○アメリカ陸軍大学戦略研究所のジェフリー・レコード客員研究教授が発表した論　　文。

ｍ○「アメリカは対テロ戦の標的をウサマ・ビンラディンと「アルカイダ」に絞るべ　　きだ」

n○米カーネギー平和研究所は１月８日、イラクの大量破壊兵器に関する調査報告書　　を公表した。

c○「１９９１年の湾岸戦争後、国連査察や経済制裁が効果的に機能し、イラクが保　　持していた神経ガスなど化学兵器の生産施設は、既に破壊されていた」。

r○「生物兵器については、軍事転用が可能な技術を維持していたが、兵器そのもの　　は製造していなかった」。

ｍ○「旧フセイン政権が大量の生物・化学兵器を隠し持っていたり、国外に持ち出す　　ということは、ほとんどあり得ない」。

n○「核兵器開発の再開やテロ組織アルカイダとの関係を示す証拠も一切ない」。

h○「米国や世界の安全保障に、差し迫った脅威はなかった」

u○「(可能な限り大声で)うっそだー」

r○「ＣＩＡなど情報機関は、イラクの脅威を強調したいと考える政府高官から過度　　の影響を受けた」。

ｍ○「ブッシュ政権は組織ぐるみで情報操作を行い、大きくねじ曲げた報告をし、誤った脅威を伝えていた」。

J○……戦死(せんし)したアメリカ兵(へい)ジャマル・アディソンの母親(ははおや)。

W○「ブッシュは他人の息子たちを戦争に送っている。ブッシュは、戦死者は栄誉に　　包まれていると説くけれど、私は息子が英雄になるより、臆病者でいいから、この　　腕の中にいてほしかった」。

J○Antiwar Self-defense FOrces、ケンジ・カタオカ。

I○自衛官は制服を着た市民・労働者です。

S○その自衛官の命・人権・生活が破壊される事態は、私たちや他国の市民・民衆の　　人権・生活・命が奪われていくことに直結しています。

I○戦争を計画する者は絶対死なない安全な所にいて命令を下すのです｡

S○鉄砲を担ぎ､戦争のために税金を支払い、殺し合いをさせられ､家を焼かれ、心に　　傷を負い､悩み苦しむのは、兵士と民衆です｡

I○本当に戦争を止めようと思い､止めることが出来るのは兵士と民衆です。

S○多くの歴史的転換期には、軍隊の中から兵士が声をあげ立ち上がっています。

I○イラク戦争に反対する世界の民衆と兵士の声が結合すれば、戦争をとめることが可能です。

S○「イラクの解放･自由のため」と信じて派兵された米兵。その正当性が揺らぎ始めています。

I○憲法改悪もねらわれています。

S○小泉は言います。

I○｢自衛隊は軍隊じゃないという方がおかしい｣

S○憲法違反の政策を続けてきた政権の責任。

I○｢自民党が悪いんじゃなくて､憲法が悪いんだ｣といわんばかりです｡

S○自衛隊のイラクへの海外出動は、完全な憲法違反です。

I○違憲・違法の命令です。 

S○ならば法律を変えればいい。これは盗人の理屈です。

I○国連憲章にも違反した米英軍のイラク戦争と軍事占領は、完全な国際法違反の戦争・占領です。 

S○「軍服を着た市民」である自衛官が、これらを良心に従って拒否することは、当然な行動です。

I○自分たちの生命・人権を守るためにも、違憲・ 違法・不当な命令、戦争には行きません。人間として、市民として当然、良心にかけて軍務を拒否できます！

r○……アメリカは、武力による世界制覇を公言したに等しい。

i○国連安保理を無視、先制攻撃した。

k○日本はこの時点で働きかけるべきだった。

r○「武器を棄て、無法な戦争はやめろ」。

i○日本は、世界に向かってそう訴える「平和憲法」をもつ国だ。

k○非武力、非暴力による手だてと努力だけが、唯一、世界に平和を導く問題解決への方策ではないのか。

J○ダグラス・ラミス。もとアメリカ兵士(へいし)・作家(さっか)。

n○戦場においては｢自分を守る権利｣はありません｡

ｍ○ここにいたら｢死ぬ｣と自分が判断しても､命令があればそこにいなければならず､戦場離脱は最悪の場合｢死刑｣です｡

c○そのぐらい厳しくしなければ戦争が出来ないのです｡

n○戦争法や交戦規則に従った｢人殺し｣は､いくらやっても処分されません｡

ｍ○｢交戦権｣がない自衛隊を戦場に送る矛盾は､本当に恐ろしいことです。

c○軍隊としての法的根拠がない自衛隊は、軍事行動をやってはいけないのです｡

n○そんな自衛隊がイラクで人を殺せばどうなるのか｡

ｍ○ミステリーです｡

c○それをクリアーさせるためにイラクへ送るのではないかと思います｡

n○自衛隊の存在と憲法の間に大きな矛盾がある｡

ｍ○自衛官がイラクで殺し､殺される事によって､その矛盾が誰にも解る形で現れます｡

c○そこで､世論に訴え｢憲法９条｣を変えていくという、日本政府の賭じゃないかと思います｡

r○イラクへ派兵された時点で､日本の憲法や刑法は機能せず､国際法が適応されるのです｡

O○戦争することは､「死ぬ」ことではなく､「殺す」ことなのです｡ 

P○軍隊で行うのは､死ぬ訓練ではなく、殺す訓練です｡

G○今まで一人も殺したことのない自衛隊。

K○殺しても犯罪ではなく､戦争行為であると認められた時点で「交戦権」が復活し､本当の軍隊になる。それが憲法の、最後の砦がなくなる瞬間だと思います｡

J○ある自衛官(じえいかん)のフィアンセから寄(よ)せられた手紙(てがみ)。

i○「土曜日にイラク派兵反対のデモに参加してきました」 

k○「結婚を決め、一緒に暮らしている彼は、海上自衛官です」

i○「同じ港からイラクに継続して船を送っていますので、いつ順番が回ってくるか不安です」

k○「大規模なデモが起こって派兵が取りやめになってほしいなあ」と言う彼の願いに、私ができることはなんでもやろうと思い、デモに参加しました」 

i○「戦争に行きたいと思っている自衛官はいません」 

k○「彼は二度と戦争を起こさないために、約１５年間自衛官としてがんばってきたのです」

i○「人を殺すため、殺されるためではありません」 

k○「けれど今、明らかに信念と反する任務を、命懸けでしてこいと、圧力をかけられています」

i○「もともと憲法９条のもとで、戦争に行く可能性を考えた上で自衛官になった人など、いないはずと思います」

k○「戦地とは関係のない企業に就職したのに、会社の方針が勝手に替わり、それに従わざるを得ない状況に縛られている、そう考えてみて下さい」

i○「心から派兵反対を願っているのは自衛官とその家族だということを忘れないでください」

k○「みなさんの反戦・派兵反対の運動が、自衛官の苦悩の解決となることを願います」 

　　　　　　　　　　　　　<終わり>

このテキストは、巷の大新聞の記事と、「米兵・自衛官人権ホットライン」のホームページ、各種団体のチラシ・冊子等からの引用の集積です。「孫引き」というべきものもありますが、最初の引用者が「ここに載っている記事はフリーである」という言葉を信じて、そのまま掲載いたします。

すべての記事について当事者の確認を直接とっているわけではないし、こちらの都合で改変している部分もございます。

仮の登場人物名として、以下の頭文字で表記していますが、上演に際して、幾つかの登場人物をまとめて演じたり、一人の登場人物を複数の演者で分けてやっても構いません。
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